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魅力ある高梁市を一緒につくりましょう

平成２７年度採用市職員募集
　市は、「ひと・まち・自然にやさしい高梁」を目指して、次のとおり
平成 27年度採用の市職員を募集します。意欲と情熱のある人の応募
をお待ちしています。
　■問い合わせ　総務課職員係　☎�０２０５

募 集 職 種 受　験　資　格 採用予定
人　　員

１次試験日
試験会場

事
務
職

大
学
卒

昭和 62 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、学校教育法
に基づく 4 年制大学を卒業した人、または平成 27 年
3 月 31 日までに卒業見込みの人

３人程度

６月 22 日㈰
高 梁 総 合 文 化 会 館

（原田北町 1212）
  ☎� 1040

土木技術職

昭和 54 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、学校教育法
に基づく４年生大学、短期大学、高等専門学校、専修
学校（修学年限２年以上の専門課程に限る）の土木専
門課程を卒業した人、または平成 27 年 3 月 31 日ま
でに卒業見込みの人

２人程度

保 育 士
幼稚園教諭

昭和 54 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、保育士資格
と幼稚園教諭普通免許（1 種または 2 種）を有する人、
または平成 27 年 3 月 31 日までに取得見込みの人

２人程度

◆受付期間　5 月 30 日㈮まで　午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分（土・日曜日、祝日を除く）
◆受付場所　高梁市役所  総務課職員係（〒 716-8501　高梁市松原通 2043 番地）
◆申込用紙の配布場所　市役所総務課、各地域局、各地域市民センター、教育委員会学校教育課
　　　　　　　　　　　※市ホームページからもダウンロードできます。
◆郵送による申し込み　5 月 28 日㈬の消印までを有効とし、それ以降のものは受理しません。
　　　　　　　　　　　　受験票送付のため、宛名を明記し 82 円切手を貼った返信用封筒を同封してください。

募 集 職 種 受　験　資　格 採用予定
人　　員

試 験 日
試験会場 その他

看　護　師
年齢が満 40 歳未満（申込
時）の人で、看護師免許を
取得している人

若干名
申込者に別途
通知します

●受験希望者はあらかじめ総務課
職員係（☎�０２０５）へご連絡
ください。

理学療法士
年齢が満 35 歳未満（申込
時）の人で、理学療法士免
許を取得している人

１人

◆受付期間　随時募集　午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分（土・日曜日、祝日を除く）
◆受付場所　高梁市役所  総務課職員係（〒 716-8501　高梁市松原通 2043 番地）
◆申込用紙の配布場所　市役所総務課、成羽病院事務局、各地域局、各地域市民センター
　　　　　　　　　　　※市ホームページからもダウンロードできます。
◆郵送による申し込み　受験票送付のため、宛名を明記し 82 円切手を貼った返信用封筒を同封してください。

平成２６年度市職員を募集（随時）

看護師・理学療法士募集
　市は、次のとおり平成２６年度市職員を募集（随時）しています。
　■問い合わせ　総務課職員係　☎�０２０５
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〈
旭
日
単
光
章
〉

元
成
羽
町
議
会
議
員

畝う
ね

尾お 

武た
け
るさ

ん
(88)
（
成
羽
町
長
地
）

　
「
受
章
の
栄
に
浴
し
、
こ
の
上
な

い
幸
せ
。
支
援
し
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」
と
感
謝

の
気
持
ち
を
話
す
畝
尾
さ
ん
。

　

昭
和
58
年
、
地
域
住
民
に
推
さ

れ
て
、
成
羽
町
議
会
議
員
に
当
選
。

４
期
16
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
地

方
自
治
の
確
立
に
全
力
で
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

町
議
会
で
は
議
長
、
副
議
長

な
ど
の
要
職
を
歴
任
。
地
域
社

会
の
発
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
「
在
職
時
は
、
周
辺
地
域
の
道
路

整
備
や
改
修
、
生
活
改
善
な
ど
に

力
を
入
れ
ま
し
た
」
と
振
り
返
り

ま
す
。

 ■問い合わせ　農林課農業振興係　☎㉑０２２３

《
商
工
業
振
興
部
門
》

■
日に

っ

軽け
い

形か
た

材ざ
い

株
式
会
社

　

昭
和
48
年
４
月
、
押
出
か
ら
加
工
ま

で
手
が
け
る
ア
ル
ミ
押
出
形
材
の
総
合

メ
ー
カ
ー
と
し
て
設
立
。
現
在
の
従
業

員
数
は
２
３
４
人
で
、
地
域
工
業
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま
た

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
、１
４
０
０
１
を
認
証

取
得
し
、
環
境
面
に
配
慮
し
た
経
営
に

も
努
力
し
て
い
ま
す
。

■
本ほ

ん

丁ち
ょ
う

商
店
会

　

昭
和
20
年
代
に
発
足
し
、
昭
和
45
年

に
組
織
化
。
備
中
神
楽
を
地
域
資
源

と
し
て
、
会
員
ら
が
本
丁
商
店
街
に
平

成
19
年
か
ら
５
年
間
を
か
け
て
陶
器
オ

ブ
ジ
ェ
19
体
を
制
作
し
、「
神
楽
ロ
ー
ド
」

と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
特
産
品

の
開
発
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
な
ど
、

地
域
の
活
性
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

《
地
域
農
業
振
興
部
門
》

■
Ｊ
Ａ
び
ほ
く
花か

木ぼ
く

生
産
部
会

　

平
成
22
年
に
設
立
。
シ
ャ
ク
ヤ
ク
や

花
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
フ
ェ
ィ
ス
な

ど
の
希
少
品
目
で
花
き
産
地
の
育
成
を

図
り
、
全
国
有
数
の
産
地
と
な
っ
て
い
ま

す
。
近
年
衰
退
し
て
い
た
シ
ャ
ク
ヤ
ク
の

産
地
復
興
に
取
り
組
み
、
ブ
ラ
ン
ド
化

や
余
剰
株
の
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ

り
、再
び
面
積
の
拡
大
を
図
って
い
ま
す
。

地域産業への貢献をたたえる

大河賞
　地域の産業振興に功績のあった個人や団体に贈る「大河
賞」の受賞者が決まりました。同賞は、故大河寅蔵・元高
梁町長の遺族からの寄付をもとに基金を設け、昭和 40年
から表彰しています。

前列左３人目から、受賞者の日軽形材・水河
弘海社長、本丁商店会・難波彰浩代表、花木
生産部会・森田旭二副会長

高
齢
者
叙
勲

「
小
・
中
・
高
に
続
き
、
大
学
で
も
全
国
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
会

は
い
つ
も
の
雰
囲
気
と
は
違
い
、
強
い
人
に

向
か
っ
て
い
く
気
持
ち
で
頑
張
り
ま
し
た
」

■
石い

し

井い 

健た
け

大ひ
ろ

さ
ん
（
南
町
）

吉
備
国
際
大
学
２
年

●
天
皇
賜
杯
・
皇
后
賜
杯

　

全
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

（
平
成
25
年
10
月
25
日
〜
27
日
・
茨
城
県
）

※
学
年
、
住
所
は
大
会
出
場
時
で
す
。

　
「
初
め
て
の
全
国
大
会
で
、
レ
ベ
ル
の
高

さ
を
実
感
し
、
お
手
本
に
な
る
よ
う
な
選
手

が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
今
後

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

■
平ひ

ら

山や
ま 

幸ゆ
き

奈な

さ
ん
（
段
町
）

吉
備
国
際
大
学
４
年

●
全
国
青
年
大
会﹇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
﹈

（
平
成
25
年
11
月
８
日
〜
11
日
・
東
京
都
）

■
問
い
合
わ
せ　

　

秘
書
政
策
課
公
聴
広
報
係　

☎
㉑
０
２
１
０

功績をたたえて

栄光をたたえます


